
第 31回
東川町国際写真フェスティバル
2015. 8/4（火）ー 9/2（水） メイン会期：8/4（火）ー8/9（日）

東川町文化ギャラリー／赤レンガ倉庫／道の駅ひがしかわ「道草館」／
農村環境改善センター／東川町市街地 ほか

写真の町東川賞受賞作家展／写真甲子園／赤レンガ写真展／写真インディペンデンス展／
ポートフォリオレビュー／ストリートギャラリー／どんとこい祭り ほか

ホームページ：http://photo-town.jp　ブログ：http://fotofes09.exblog.jp

http://town.higashikawa.hokkaido.jp

The 31st 
Higashikawa
International
Photography
Festival 2015

Exhibition of the 31st 

Higashikawa Awards

2015

August 4（Tue.）ー September 2（Wed.）

［主催］東川町＜写真の町＞実行委員会
［後援］外務省、環境省、文化庁、北海道開発局、 北海道、北海道教育委員会、旭川市、 公益社団法人日本写真協会、公益社団法人日本写真家協会、公益社団法人日本広告写真家協会、一般社団法人日本写真文化協会、
 日本旅行写真家協会、全日本写真連盟、日本写真家連盟、公益社団法人北海道観光振興機構、北海道新聞社、毎日新聞社、朝日新聞北海道支社、読売新聞北海道支社、日本経済新聞社旭川支局、NHK旭川放送局、
 札幌テレビ放送、テレビ北海道、北海道文化放送、AIR-G’エフエム北海道、FM・ノースウェーブ、HTB北海道テレビ
［協賛］エプソン販売株式会社、キヤノンマーケティングジャパン株式会社、株式会社シグマ、株式会社スタート・ラボ、株式会社ニコン、株式会社ニコンイメージング ジャパン、富士フイルムイメージングシステム株式会社、
 サンディスク株式会社、株式会社 コスモス インターナショナル、一般社団法人日本写真映像用品工業会、一般財団法人日本カメラ財団、ソニー株式会社、ソニーマーケティング株式会社、
 株式会社エイエムエス、株式会社大雪水資源保全センター、ハッセルブラッド・ジャパン株式会社、マンフロット株式会社、株式会社モンベル、株式会社堀内カラー、TOKYO INSTITUTE OF PHOTOGRAPHY
［協力］ Auckland Festival of Photography、TARO NASU

［助成］平成27年度 文化庁 地域発・文化芸術による地域活性化・国際発信推進事業　　 、公益財団法人朝日新聞文化財団、北海道

　

●飛行機でお越しの場合
東京から1時間35分（羽田空港－旭川空港）
大阪から1時間40分（関西空港－旭川空港）
名古屋から2時間（中部国際空港－旭川空港） 
◎旭川空港から東川市街地まで車で約10分
（タクシー利用の場合は2,000円程度） 
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〈居酒屋〉大将

〈喫茶・スナック〉イーストリバーハウス

〈喫茶〉ロースター・コースター

〈食事〉ののはな

〈食事〉ここりん

〈居酒屋〉和樹

〈食事〉撫～ BUNA ～

〈居酒屋〉りしり

〈食事〉ピッツァ亭

〈食事〉讃岐うどん 千幸

〈食事〉ノマド

〈燻製・ハム・ベーコン〉あおい杜

〈寿司〉大黒

LoLo

〈食事〉我良笑

〈喫茶・食事〉RAKUDA CAFE

〈食事〉玄米おむすび茶房 ちゃみせ

〈喫茶・食事〉ファーマーズ・カフェ 風土
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この区間は
8/8、8/9の間、
車輌通行止となり、
歩行者天国として
出店やイベントが
おこなわれます。

道の駅ひがしかわ「道草館」

旧秋山邸

モンベル大雪ひがしかわ店

赤レンガ倉庫

至 旭岳・天人峡

会場 と市街地
食べ処・飲み処
MAP

〈パン〉デメテル

〈喫茶〉ヨシノリコーヒー

〈食事〉田舎そば たちばな

〈食事〉定食おかめ

〈喫茶〉natsuかふぇ

〈食事〉まるめろの木

〈食事〉旭川こぐまラーメン

〈食事〉西乃家

〈パン〉しのぱん

〈食事〉一休さん
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会場へのアクセス

●電車でお越しの場合
札幌から1時間20分（札幌駅－旭川駅）
新千歳から2時間（新千歳駅－旭川駅）
◎旭川駅から東川町まで車で約22分 

●バスでお越しの場合
東川・東神楽循環線67番、東神楽・東川循環線76番、
東川線60番  旭川駅－東川（道草館） 
◎大人570円 約30分　

●車でお越しの場合
札幌から国道12号経由 約150 km
千歳から国道36号、12号経由 約189 km

アン・ノーブル Anne Noble／ Ruby's Room #10  From the series, Ruby's Room  1998－2006

　

会  場

イベント

2015年 7月3日（金）～ 8月30日（日）
9:30～17:30（入場は16:30まで）

詳しくはHPを参照ください。

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/abj/top.htm

場所：北海道立旭川美術館（旭川市常盤公園内）
主催：北海道立旭川美術館、北海道新聞社

東川町写真コレクション展

「写真インパクト！」
まなざしは記憶され、
イメージは幻想のように

今年 31年目を迎え、
多くの優れた写真家に授与された東川賞。
2,000点以上の収蔵作品の中から
約 200点を展覧します。

アン・ノーブル Anne Noble
Piss Pole #1, Antarctica, 2008
Bitch in Slippers,（detail）Antarctica, 2008

佐藤時啓 Tokihiro Sato
The Bridge, 2005

In the Alps #4, 2015　#155 Mayachi, 1992

福島菊次郎 Kikujiro Fukushima

春木麻衣子 Maiko Haruki
みることについての展開図 04  A certain composition of eyes 04, 2014

みることについての展開図 05  A certain composition of eyes 05, 2014

吉村和敏 Kazutoshi Yoshimura
焼成炉 Rotary kiln, 2010
排ガス浄化装置のダクト Duct of emission control device, 2010

端島で珍しく中年の
父親の姿を見た。病
気で徴用免除になり帰
島したが、医者もなく、
漁や畑仕事をする体
力もないと言った。
山口県端島
1940年代

島の家にはほとんど
「名誉の家」の門札が
掛っていた。連合艦
隊敗北の墓標だった。
一人息子を戦死させ
た老婦人は、「靖国神
社にお参りして息子に
会ったらもういつ死ん
でもいい」と語った。  
山口県沖家室島



海外作家賞
Overseas Photographer Award

アン・ノーブル
Anne Noble

写真の町東川賞審査会委員   Jury Committee

写真の町東川賞関連イベント Higashikawa Awards Event Schedule

お問い合わせ：東川町写真の町課 写真の町推進室

〒071-1423 北海道上川郡東川町東町 1丁目19番 8号

Tel：0166-82-2111  Fax：0166-82-4704 

E-mail：photo@town.higashikawa.lg.jp

8月8日（土）
14:00～14:30 授賞式 Award Ceremony

15:00～ テープカット、レセプション
会場：東川町農村環境改善センター・大ホール

8月9日（日）
13:00～17:30 受賞作家フォーラム Artists Forum

会場：東川町文化ギャラリー
パネラー：写真の町東川賞受賞者、写真の町東川賞審査会委員、ゲスト

写真甲子園  開会式  8月4日（火） 15 : 00～
ファースト公開審査会  8月5日（水） 18 : 30～
セカンド公開審査会  8月6日（木） 18 : 30～
ファイナル公開審査会  8月7日（金） 14 : 45～
表彰式・閉会式  8月7日（金） 18 : 30～

会場：東川町農村環境改善センター

展示された写真を前に写真の町東川賞受賞作家を囲み、制作のコンセプトなどに
ついての話しを聞くとともに、写真についての多面的なディスカッションを行います。

写真甲子園   Photography Koshien

第 22回目を迎える今年の大会では、全国 8ブロック制が 11ブロックへと変
更になり、さらに細かな審査が可能となりました。さらに初戦審査会はブロッ
クごとの公開審査会となり、審査の様子を観ることが出来ます。こうして全
国の高校の写真部やサークルから選抜された18校の代表選手が東川町に
招聘され、貴重な動植物が生息する東川町～美瑛町～上富良野町～東神
楽町～旭川市一帯の大雪山国立公園の自然、風土、暮らしなどを撮影ステー
ジに「写真甲子園」本戦大会を開催します。本戦大会では、学校対抗のチー
ム戦が行われ、各チームはデジタルカメラで撮影した作品をセレクトし、公開
審査によって優勝校ほか各賞が決定されます。31年目を迎える東川賞。長年にわたる写真文化の積み重ねをもとに、地域の力

を踏まえ、国内外のネットワークを活かした共生型の町づくりを目指し、東川町は

昨年「写真文化首都」を宣言しました。

今年の海外作家賞はニュージーランドを代表する写真家アン・ノーブルを迎えま

す。口を使って食べる、遊ぶという幼年期の行為を、独特の視点と色彩でとらえ

た「Ruby’s Room」。そして、南極についての想像と現実のギャップをテーマに

した「Antarctica」シリーズを、東川の展示空間にあわせて構成します。

国内作家賞は過去に新人作家賞も受賞している佐藤時啓です。代表作の「光

―呼吸」シリーズに加え、今年スイスで撮影したカメラ・オブスキュラによる未発

表作品や、東川の町で撮り下ろす予定の新作を展示。デジタル時代の写真の

新たな可能性を提示します。

新人作家賞の春木麻衣子は、「みる」という行為について、切り詰められた表現

のなかから、時間と空間の両側面に対する深い考察をうながす作品を制作してき

ました。「みることについての展開図」シリーズより、見ることの体験を問いかける

実験的な展示を試みます。

特別作家賞の吉村和敏は、北海道北斗市にあるセメント工場を撮影した

「CEMENT」シリーズからの出品です。日本を代表する巨大産業の現実と、その

細部に宿る美を、即物的ともいえる眼差しによって浮き彫りにします。

地域に根差した活動を顕彰する飛彈野数右衛門賞。今年94歳になる反骨の

写真家・福島菊次郎は、郷土の瀬戸内での体験を軸としながら、広島の原爆問

題を皮切りに、戦後日本の問題を一貫して撮影してきました。1989年から制作

をはじめ、これまでに数百か所で展示されてきた、福島自らが制作した移動展用

写真パネルの展示です。

多岐にわたる表現手段を用いた異次元バトルとでもいうべき5作家の作品展。

東川ならではの、写真を巡る柔軟な思考が触発される場となるにちがいありません。

東川賞受賞作家展キュレーター  楠本亜紀

会場：北海道＜写真の町＞東川町文化ギャラリー
時間：10:00～17:30
 （ 8月8日は15:00～21:00、最終日9月2日は10:00～15:00）
 会期中無休
料金：町内 100円、町外 200円（ 8月8日、9日は無料開放）

国内作家賞
Domestic Photographer Award

佐藤時啓
Tokihiro Sato

新人作家賞
New Photographer Award

春木麻衣子
Maiko Haruki

特別作家賞
Special Photographer Award

吉村和敏
Kazutoshi Yoshimura

飛彈野数右衛門賞
Hidano Kazuuemon Award

福島菊次郎
Kikujiro Fukushima

ポートフォリオレビュー  Portfolio Review

展覧会   Photography Exhibition その他のイベント  Other Events

［主催］写真甲子園実行委員会《構成団体》東川町、美瑛町、上富良野町、東神楽町、旭川市、北海道新聞社、全国新聞社
事業協議会、東川町写真の町実行委員会　［後援］文部科学省、北海道、北海道教育委員会、公益社団法人全国高等学
校文化連盟、北海道高等学校文化連盟、共同通信社、NHK　［特別協賛］キヤノン株式会社、キヤノンマーケティングジャパ
ン株式会社　［協賛］サンディスク株式会社、マンフロット株式会社、近畿日本ツーリスト北海道、旭川福祉専門学校、九州産
業大学、東京工芸大学芸術学部写真学科、東京綜合写真専門学校、日本写真芸術専門学校、日本大学芸術学部写真学科、
ビジュアルアーツ専門学校大阪、株式会社モンベル、アシックス販売株式会社  ［特別協力］全日本空輸株式会社
［協力］株式会社朝日新聞出版 アサヒカメラ、株式会社モーターマガジン社 カメラマン、株式会社学研パブリッシング CAPA、
株式会社インプレスジャパン デジタルカメラマガジン、株式会社日本カメラ社 日本カメラ、株式会社日本写真企画 フォトコン、
株式会社玄光社 フォトテクニックデジタル、富士フイルムイメージングシステムズ株式会社、株式会社スタート・ラボ That’s、北
海道コカ・コーラボトリング株式会社、株式会社大雪水資源保全センター、株式会社NTTドコモ北海道支社旭川支店、HJK
株式会社、花本建設株式会社、一般社団法人日本写真映像用品工業会、北央信用組合、株式会社西川食品

ニコンユーナ21ポートフォリオレビュー
Nikon Juna 21 Portfolio Review

8月8日（土）
第一部 11:30～13:30  第二部 17:00～19:00
場所：東川町文化ギャラリー 〈当日受付、参加自由〉

レビューアー：長島有里枝
協賛：ニコンサロン

8月8日（土） 9:30～ 13:30（一次審査）
8月9日（日） 9:30～ 11:30（最終審査）
 17:30 審査結果発表（東川町農村環境改善センター・大ホール）

場所：赤レンガ倉庫 〈事前申込制、見学自由〉

審査員：飯沢耕太郎（写真評論家）、沖本尚志（編集者）、
 菊田樹子（インディペンデント・キュレーター）、
 鷹野隆大（写真家）、高橋 朗（PGIディレクター）

協力：TOKYO INSTITUTE OF PHOTOGRAPHY、
　　　堀内カラー

Juna21選考委員の長島有里枝氏が、作品を参加者とと
もに多面的に話し合います。ポートフォリオレビューの評価
によっては、Juna21での個展開催の道が開けます。

モンベル大雪・公開ポートフォリオレビュー
Portfolio Review

8月8日（土） 10:00～13:45
8月9日（日） 10:00～12:05
場所：モンベル大雪ひがしかわ店2階 
〈事前申込制、見学自由〉

レビューアー：大隅直人（出版社「大隅書店」代表）、
 太田菜穂子（Gallery 916アソシエイツキュレーター）、
 ミシャ・アーウィット（写真家）、ジュリア・ダーキン（オークランド写真フェスティバル）、
 光田由里（美術評論家）

第一線で活躍するギャラリスト・評論家などが、参加者が持参した作品についてレビューします。

8月8日（土）の一次審査では、5名の審査員が事前審査選考
者20名のポートフォリオを審査し、9日（日）の最終審査では、
5名に絞り込まれた候補者の作品データを会場内のスクリーン
に映し、審査員や一般参加者の前で合評式公開オーディショ
ンを行います。受賞者には商品として東川米が贈呈されるほか、
グランプリ受賞者は、副賞としてTOKYO INSTITUTE OF 
PHOTOGRAPHYでの個展開催と図録・DM製作、2016
赤レンガ写真展に出展できます。

赤レンガ・公開ポートフォリオオーディション2015
Red Brick Gallery Portfolio Audition 2015

パリデビューチャレンジ2014選出者作品展（寺東榮爾）、ポート
フォリオオーディション2014グランプリ受賞者展（エレナ・トゥタッチ
コワ）、過去のフォトフェスタふれんずから選ばれた作家が東川町
で滞在制作したアーティストインレジデンス作品展を開催します。

ニューヨークを拠点とするフリーランスの写真家ミシャ・アー
ウィット氏による写真展。7日にはレクチャーも開催されます。

写真の町東川賞「飛彈野数右衛門賞」創設の基となった写真家、故・飛彈野数右衛門がかつて
撮影した足跡等をたどりながら、古い倉庫や木造の家や商店など、講師とともにフォトハイキングを
楽しみます。カメラ初心者やご年配の愛好家など、どなたでも大歓迎。カメラの貸し出しもあり、
撮影後は作品データをプリントして講評を行います。

写真を使ったモザイクアートに挑戦。町内を巡って撮りためた写真を楽しいアート作品に仕上げます。

全国から集まった有志の写真家が1.8m×2.4mの壁面を使って作品を発表します。合評会では来
町したゲストが様々な視点から作品を講評。優れた作品は日本カメラ誌上の東川写真インディペン
デンス展特集に掲載されます。

北海道で活躍する学生を始め、全国から集まった有志の
写真家の世代やジャンルを越えた屋外ストリート作品展。
グランプリ受賞者はニコン札幌ＳＣフォトスクエア、東川町
文化ギャラリーで展覧会を開催します。

赤レンガ写真展
Red Brick Gallery Photography Exhibition 

8月8日（土）～ 9月2日（水）
10:00～17:30 （8/8は21:00まで）

合評会：8月9日（日）10:30～12:00
場所：東川町文化ギャラリー　協力：日本カメラ
レビューアー：上野 修（写真評論家）、
 伊奈英次（東京綜合写真専門学校校長）、
 吉野弘章（東京工芸大学教授）、
 桐谷麗了子（写真評論家）、野口里佳（写真家）

8月8日（土）、9日（日）
場所：東川町文化ギャラリー前周辺

写真インディペンデンス展＆合評の集い
Independent Photography Exhibition & Reviews

8月8日（土） 10:00～17:00
8月9日（日） 10:00～17:00
場所：赤レンガ倉庫

東川ストリートギャラリー 2015
Higashikawa Street gallery 2015

これまでに受賞作家展の設営を担ってきたフォトフェスタふれ
んずOG・OBによるグループ展を開催します。アーティストに
よるフロアレクチャーも行われます。

8月8日（土）、9日（日） 9:00～17:00
場所：旧秋山邸（空家になった元金物屋を利用したアート施設）

旧秋山邸アートプロジェクト
Former Akiyama Residence Art Project

ウォールギャラリー写真展
Wall Gallery Photo Exhibition

8月4日（火）～ 8月9日（日）
場所：東川町一丁目通り役場側壁面

ミシャ・アーウィット写真展
Misha Erwitt Photo Exhibition

8月8日（土） 9:00～19:00
8月9日（日） 9:00～15:00
場所：モンベル大雪ひがしかわ店2階

ニューヨークを拠点に活躍する写真家ミシャ・アーウィット氏が、
優れた観察力によって生まれる彼自身の作品についてレクチャーいたします。

ミシャ・アーウィット レクチャー
Lecture by Misha Erwitt

8月7日（金） 18:00～19:30
場所：道の駅ひがしかわ「道草館」2階〈当日受付・参加自由〉

ニュージーランドのオークランド写真フェスティバルのディレクターで、アジア・パシフィック・フォト
フォーラム（APPF）の創設メンバーでもあるジュリア・ダ―キン氏が、APPFの取り組みについてや、
ニュージーランドの写真の状況についてなどをレクチャーします。

ジュリア・ダーキン レクチャー
Lecture by Julia Durkin, Auckland Festival of Photography

8月9日（日） 9:30～11:00
場所：東川町農村環境改善センター

町民の皆さんが選んだ、とっておきの「東川の風景写真」
のポイントからの写真を、一堂に展示。中にはあまり知ら
れていない場所からの景観もあり、新しい東川の魅力の
発見となります。

地元写真愛好団体である東川フォトクラブによる写真展
を開催します。

ビューポイント公募写真展
Higashikawa View Point Photo Exhibition

8月8日（土） 10:00～17:00
8月9日（日） 10:00～15:00
場所：道の駅ひがしかわ「道草館」2階

写真を楽しむワークショップ
Fun Photography Workshop

8月8日（土）、9日（日）10:00～15:00
場所：道の駅ひがしかわ「道草館」2階  講師：中田浩康（有限会社アグリテック代表）

写真家・故東松照明氏のパートナーとしてともに写真を作り上げてきた東松泰子氏を講師に、
その方法論にそったレタッチ技術を用いたデジタルプリントの秘訣を教えます。

フォトネシア沖縄ワークショップ
Photonesia Okinawa Workshop

8月8日（土）9:00～18:00、8月9日（日）9:00～16:30
場所：東川町役場1F
講師：東松泰子　協力：キャノンマーケティングジャパン株式会社

フェスティバル参加者が、世代やジャンルを超えて交流を
図る場です。

東川フォトミーティングプレイス
Higashikawa Photo Meeting Place

8月8日（土） 19:00～21:00
場所：東川町文化ギャラリー 前庭

東川町での思い出を写真にしませんか? 写真甲子園の卒業生達が、フェスティバルに訪れた家族
や恋人、友達との思い出を写真に撮りプレゼントします（写真は郷土館前に展示）。

思い出写真館「NIJI」
Memory Photo Studio NIJI

街撮り撮影会
Town Photo Shoot

フォトフェスタと連動して、オークション、ステージショーなど町を挙げての夏祭りが、一般町民と
東川賞受賞作家や来訪者との交流の場として開催されます。

ベレッサ ポートフォリオや超高級作品画質インクジェット用紙ピクトランシリーズ、プレミア シェル型
保存箱（組立式フラットパック）をはじめとした高品質な写真用品の企画展示・販売を行います。

2015どんとこい祭り
Higashikawa Dontokoi Festival 2015

写真用品展示・販売
Spot sale of photographic supplies

プリント出力時のお悩みをエプソンスタッフが解決。普段
作品作りでの、疑問や悩みをマンツーマンでお答えします
（一組30分程度）。

エプソンプリントクリニック
Epson Print Workshop

月刊誌「フォトコン」タイアップ企画として、多くの写真愛好家から注目を集めるフルサイズセンサー
搭載のミラーレス一眼「ソニーα7Ⅱ」を使って、講師の小林善明さんと撮影ポイントを巡ります。
撮影終了後はソニーの４Kモニターを使って、講評も行います。当日の模様は9月20日発売「フォ
トコン10月号」に掲載予定です。

ワークショップ 東川町を撮る
Photo workshop with Sonyα7Ⅱ

各イベントの日時や内容は変更される場合があります。
詳細やその他関連イベントについてはホームページ、ブログをご覧ください。

ホームページ： http://photo-town.jp
ブログ： http://fotofes09.exblog.jp

2015年11月にフランスのパリで開催されるフォトイベントfotofever Paris 2015のインターアート7
のブースで、写真販売を目的とした作家デビューを目指す写真家の発掘を目的とした公開審査会を
開催します。

パリデビューチャレンジ2015
Paris Debut Challenge 2015

8月8日（土） 9:30～12:30
場所：道の駅ひがしかわ「道草館」1階
　　　 〈事前申込制、見学自由〉

審査員：楠本亜紀（写真評論、キュレーション）、
 小林 貴（株式会社インターアート7代表）

協力：株式会社インターアート7、株式会社堀内カラー

8月8日（土） 10:00～17:00
8月9日（日） 10:00～15:00

場所：東川町郷土館
協力：キヤノンマーケティングジャパン株式会社、
 日本大学芸術学部写真学科

8月9日（日） 9:00～15:00
場所：東川町内一円
講師：大西みつぐ（写真家）
協力：株式会社ニコンイメージングジャパン、
 エプソン販売株式会社、サンディスク株式会社

8月8日（土）、9日（日）
場所：東川町市街地・羽衣公園
8日（土）19:30～ 写真と音楽のコラボレーション
 20:30～ 花火大会

8月8日（土） 10:00～17:00
8月9日（日） 10:00～15:00
場所：東川町文化ギャラリー
協力：㈱コスモスインターナショナル

写真集、カメラ機材など写真に関するものを展示即売する
フリーマーケット。掘り出し物を見つけましょう。

ふぉとまーけっと inひがしかわ
Photo Market in Higashikawa

8月8日（土） 11:00～21:00
8月9日（日） 10:00～15:00
場所：東川町一丁目道路

8月8日（土）、9日（日） 10:00～15:00
場所：道の駅ひがしかわ「道草館」1階
協力：エプソン販売株式会社

8月8日（土） 講評 15:00～17:00
場所：東川町内一円
　　　（講評：モンベル大雪東川店2階エプソンブース）
協力：ソニー株式会社、ソニーマーケティング株式会社、フォトコン

第 31回   写真の町東川賞受賞作家展
2 015. 8/4（火）ー 9/2（水）
August 4（Tue.） ー September 2（Wed.）

Exhibition of the 31st
Higashikawa Awards 2015

浅葉克己｜アートディレクター Katsumi Asaba｜Art Director

上野 修｜写真評論家 Osamu Ueno｜Photo Critic

笠原美智子｜写真評論家 Michiko Kasahara｜Photo Critic

楠本亜紀｜写真評論家、キュレーター Aki Kusumoto｜Photo Critic / Curator
野町和嘉｜写真家 Kazuyoshi Nomachi｜Phogotrapher

平野啓一郎｜作家 Keiichiro Hirano｜Noverist

光田由里｜美術評論家 Yuri Mitsuda｜Art Critic

山崎 博｜写真家 Hiroshi Yamazaki｜Photogarpher

撮影：那須圭子


